
製品概要

Wind River Workbench 3.1
デバイスソフトウェアの開発では、汎用Eclipseのコマンドラインから商用の包括的な環境までの

幅広いツールや開発環境の中から、最適のものを選択することが必須となります。

しかし開発者の多くは、Wind River Workbenchのような商用の統合開発環境によってもたらされる拡張性と、

短期的な生産性や現在使用中のツールの使いやすさとをトレードオフしなければならないと感じています。

企業が32ビット、64ビット、マルチコアの複雑なアーキテクチャ

をベースにしたデバイスを実装するような場合は、無償のツールや

レガシーツールではもはや不十分です。先進的なシリコン要件に対

応し、市場投入までの時間を短縮するには、開発者がそれを使用

することで大きく生産性が上がり、しかも柔軟性が高く、オペレー

ティングシステムと強固に統合されたスケーラブルなツールのプ

ラットフォームが必要です。

迅速なアプリケーション開発
Wind River Workbenchは、極めて複雑なソフトウェアプロジェ

クトであっても、相当に習熟した開発者であればそれほど難しくな

いように設計されており、新任プログラマの習得時間を劇的に減ら

すことができます。Workbenchは習得が容易で使いやすいので、

Eclipseベースの直観的なビューとパースペクティブによって、開

発者は複雑なコード内の問題を早期に発見し、修正できます。また

Workbenchは、アプリケーション開発の迅速化や、デバイスコー

ドの複雑さの軽減、コード品質の向上、テストサイクル時間の短

縮にも貢献。Eclipse統合機能を最初から装備したWorkbenchで

は、開発者はアプリケーションの設計、開発、およびテストプラグイ

ンを利用してアプリケーション開発をさらに迅速化することができ

るとともに、市場投入までの時間を短縮できます。

オープンで拡張可能な統合開発ソリューション
企業独自の開発ソリューションの多くは、柔軟性を限定し、システ

ムとツールの相互運用性を制限し、開発コストを増加させている

のが現実。ウインドリバーは、これとは異なるアプローチで、お客

様の成功を支援しています。Eclipseプラットフォームをベースとす

るWind River Workbenchは、VxWorksやWind River Linux

を使用してデバイスを構築する開発者向けの、市場投入までの時

間を短縮するツール群です。この製品は、業界トップのリアルタイ

ムOS（RTOS）および主要なデバイスのLinuxディストリビューショ

ンとの緊密な統合を通して、デバイスソフトウェアを設計、開発、デ

バッグ、テスト、ならびに管理するオープンスタンダードに基づく、他

にはないEnd-to-Endのツール群を提供します。
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図1：Wind River Workbench 開発ライフサイクルの全段階
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Workbench 3.1における開発機能

VxWorks特有の機能
VxWorks対称型マルチプロセッシングのサポート（SMPおよび• 
AMP）

複数のコアにわたるシステムおよびタスクモードのデバッグ -

タスクマイグレーションの視覚化 -

単位時間あたりのCPU使用率 -

レディ状態分析 -

複数のコアにわたるパフォーマンスプロファイリング -

複数のコアにわたる関数トレース -

マルチコアをサポートするシミュレータ -

マルチプロセッサシステム用のホストベースのシミュレーション -

WDBプロキシを使用しMIPCを介したVxWorks AMPシステムの• 
デバッグ
VxWorks Source Buildコンフィギュレーションツール• 

Wind River Linux特有の機能
拡張64ビットのターゲットプロファイリングおよび分析ツールのサ• 
ポート
GCC 4.xコンパイラのサポート• 

ARMコンパイラのサポート• 

オープンソースのユーティリティ群をサポートするPatch Manager• 

QEMUエミュレータ用の拡張GUIインタフェース• 

コンパイル済みコードの迅速な計測を行うためのdynamic  -
printf()

VxWorksおよびWind River Linuxターゲットのデバッグお -
よび構築用Emacsの統合

Eclipse C/C++ Development Tooling（CDT）との統合 -

APIの増強とEclipseプラグインとの互換性拡大• 

CDTエディタ、Target Managementビュー、Device Debugging• 
ビューの組み込み
大規模アプリケーション向けにパフォーマンスとスケーラビリティを• 
拡張
新しいWorkbench Welcome Experience• 

新たなホストOSのサポート：Windows Vista、Ubuntu、Fedora、• 
open- SUSE、Red Hat、SUSE Enterprise版、Solaris 10

Eclipse 3.4フレームワークがベース• 

開発ライフサイクル全体を対象とする強力なツール
Workbenchは、ハードウェアやボードの初期設定からデバイス

管理までの開発プロセスを通して、プラットフォームの完全な統

合を実現しつつ、デバッグ、コード解析、高度な視覚化、根本原因

解析、およびテスト用のツールによって1つの統合環境で提供し

ます。

Wind River Workbenchには、開発の各段階で監視、分析、さ

らにデバッグを行うための業界で最も強力な開発ツールが統合

されているため、潜在的な欠陥の早期検出を実現し、製品の品質

と信頼性が全体的に向上します。また、複数のオペレーティング

システム、アーキテクチャ、およびプログラミング言語がサポート

されており、企業は今までにない柔軟性を得られ、1つの開発フ

レームワークで全社的に標準化することが可能。Workbench

が提供するのは、ウインドリバーの各種フレームワークに対応

する密に結合した解析・計測ツール群です。そのためお客様は、

VxWorksとLinuxの両方の開発用に、1つのツール環境を購入

し管理するだけですむのです。

Workbenchは、単体テスト、コード統合テスト、およびテストカバ

レッジ解析用のプラグインであるIPL Cantata++ for Wind River 

Workbench（旧称はWind River Workbench Unit Tester）を

使用して拡張できます。また、Workbench On-Chip Debugging

が開発サイクルの初期段階でシステム開発者を支援する一方、

Wind River ICE 2やWind River Probeがハードウェアベースの

デバッグ機能を提供します。

デバイスソフトウェアの複雑さを単純化
Workbenchは習得が容易で使いやすいので、直観的なツールに

よって、開発者は複雑なコード内の問題を早期に発見し、修正す

ることができます。Workbenchはアプリケーション開発を迅速化

し、デバイスコードの複雑さの軽減、コード品質の向上、テストサイ

クル時間の短縮に役立ちます。また、Eclipse統合機能を最初から

装備したWorkbenchでは、開発者はアプリケーションの設計、開

発、およびテストプラグインを利用してアプリケーション開発をさら

に加速させることができます。

Eclipseにおけるリーダーシップ
ウインドリバーは、Eclipseの開発コミュニティと標準団体のリー

ダーで、最高レベルのDevice Software Development Platform

（DSDP）プロジェクトを指揮しています。ウインドリバーは、DSDP

関連で、Eclipseのデバイスソフトウェア開発機能を改善するた

めに、300,000行を超えるコードをEclipseに提供。また、DSDP

の不可欠な一部であるDevice Debuggingサブプロジェクトや

Target Managementサブプロジェクトも指揮しています。さらに、

ウインドリバーの活発なパートナーコミュニティには、Coverity、

IBM Rational、I-Logix/Telelogic、IPL、Klocwork、National 

Instrumentsが参加。同じEclipseシェル内でWorkbenchを拡張

する Eclipseベースのソリューションを提供しています。
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包括的なソリューション
ウインドリバー製品を採用すると、成功の可能性を大いに高め

ることができます。ウインドリバーは、デバイスソフトウェア開発

の総合的なソリューションを提供しています。ウインドリバーのソ

リューションには、Workbench以外にも、SCP（Support Center 

Practices）によって認定された組織であるウインドリバーカスタマ

サポート、CMMIレベル3認定済みプロフェッショナルサービス（受

託開発）、大規模なパートナーエコシステムなどがあります。このよ

うに包括的な提供を行うことによって、以下のことを実現できます。

複雑なコンフィギュレーション、デバッグ、およびテストを開発者が• 
視覚化するのに役立つツールで、市場投入までの時間を短縮。
EclipseとWorkbenchを全社採用することによって、ツールに対す• 
る投資の管理を容易化。
Eclipseの統合により、開発者は、追加の設計、開発、およびテスト• 
プラグインの利用が可能。
サードパーティツールの統合が簡素化され、クラス最高のアドイン• 
選択が可能。

Workbenchコンポネント
Eclipse 3.4フレームワーク（Ganymede）• 

C/C++開発ツール（Eclipse CDTプロジェクト）5.0• 

DSDP 1.0• 

プロジェクトシステムと構築システム• 

索引ベースのグローバルテキスト検索＆置換機能• 

Wind River Compiler for VxWorks、Wind River GNU • 
Compiler

デバッガ• 

ホストシェルとカーネルシェル• 

VxWorks Kernel Configurator、Linux Kernel Configurator、• 
User Space Con�gurator

 Linux File System Con�gurator• 

ランタイム解析ツール：• 

System Viewer -

 Memory Analyzer（旧MemScope） -

 Performance Pro�ler（旧Pro�leScope） -

 Data Monitor（旧StethoScope） -

 Code Coverage Analyzer（旧CoverageScope） -

Function Tracer（旧TraceScope） -

Wind River Workbench　オンチップデバッガ• 

オンチップデバッギング用ハードウェア：Wind River ICE 2、Wind • 
River Probe、Wind River Trace 2

IPL Cantata++ for Wind River Workbench• 

Workbenchアクセラレーションサービス
Wind River Workbench アクセラレーション サービスは、開発

チームがWorkbenchを日常のプロセスやワークフローに統合

する期間を短縮するのに役立つ包括的な環境ソリューションズ

です。ウインドリバーのプロフェッショナルサービスチームの担当

者が、テクノロジ採用プロセスを円滑に進めることで、開発者が

Workbenchから十分な利益をすばやく得られるようにサポート。

Workbench アクセラレーション サービスは、Workbenchのよう

な統合開発環境の実装に伴う典型的な技術、プロセス、および知

識の課題を解決します。
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